
令和７年度 第１０回 国立市スポーツ推進委員定例会 議事録要旨 

 

日 時：令和８年２月１９日 午後７時から９時まで 

場 所：国立市役所 第一・二会議室 

出席委員：塩野委員、森本委員、保坂委員、仁科委員、長谷川委員、柴宮委員、千野委員 

欠席委員：坂委員、荻原委員、佐藤委員、武政委員、岡林委員 

事 務 局：井田課長、勝田係長、矢部会計年度任用職員 

 

１．議題 

（１）スポーツ子どもの日について 

…資料① 「スポーツ子どもの日」タイムスケジュール、他３点 

・ 事務局より、タイムスケジュールを説明し、事業の流れの最終確認を行った。係分担

については、坂委員より出席できる旨の連絡があった。本日の資料には名前が入って

いないが、当日までには係分担を確定したものを皆様にメールで送るようにしたい。 

 

（２）モルックくにたちカップについて 

…資料② 令和７年度モルックくにたちカップ実施要項、他４点 

・  事務局より説明あり。資料については、前回定例会でご意見や指摘事項を修正した

部分を黄色で色付けし、今回は修正部分を中心に説明した。 

・ 市のＨＰには既に情報を公開しているが、大会ルールの部分については本日の定例会

でご了承いただいた後、週明けを目途に公開という流れで進めていきたい。今回の変

更点については以下の通り。 

・ コートの大きさは奥行き１０メートルではなく、８メートルとする。 

・ 得点の記入は選手間（相手側が点数を記入）で行い、各コートに配置された係員（国

立市スポーツ推進委員）は、記入された得点の確認、時間管理、ルール確認補助を行

う。 

・ 試合時間は本部で管理し、終了時刻少し前になったらアナウンスする。コートに配置

されたスポーツ推進委員は、投てきの制限時間３０秒を計測するが、早く投てきする

ように促す役目であり、きっちり３０秒でペナルティを取る訳ではない。故意に従わ

ない場合のみ適用する。声かけについては１０秒前からコールする。 

・ 作戦タイム（タイムアウト）について、大会ルールに追記する。→それぞれのチーム

は戦術の話合いなどのために、チームの代表者は相手チームの同意を得たうえで、各

セット１回ずつタイムアウトを取ることができる。１回ごとのタイムアウトの制限時

間は１分とする。 

・ スコアのつけ方について、次回定例会で確認したい。 

・ 大会当日、国立市長の挨拶と始球式（始棒式）が予定されている。 

（３）ファミリーフェスティバルについて 

…資料③ 第３６回ファミリーフェスティバルへのご協力のお願い 



・ 事務局より、第３６回ファミリーフェスティバル実行委員会より、スポーツ推進委員

へ協力依頼があったので、来年度も従事することの確認を行った。日程は５月５日

（火・祝）であり、ミニ体力測定会のブースが割り当てられている。東京女子体育大

学地域交流センターに学生派遣の依頼を提出した。今回は年度が切り替わる前から募

集をかけてくださるとのことで、３月末に募集状況の報告が入る予定である。 

・ 今現在で参加できる委員の方は、仁科委員、塩野委員、保坂委員、森本委員であるが、

年度末で予定が定まっていない時期なので、次回以降も随時出欠を伺っていきたいと

思う。是非ご協力いただきたいと思う。 

（４）令和７年度社会体育事業について 

 …資料④ 令和７年度社会体育事業等予定（案） 

・ 事務局より、年間事業予定について説明した。 

 ・ まだ未確定の部分が多いが、日程等の確認をお願いしたい。予定については今後の定

例会で随時更新していきたい。 

 

２．報告 

…資料⑤ 「社会体育研修報告書」「社会体育事業報告書」 

（１） その他 

 ○東京都市町村ボッチャ大会報告 １月２４日（日） 

 ・ 参加した保坂委員より、大会の様子について報告があった。三鷹市のボッチャの審判

で、かなり慣れている方と組んで審判を行った。審判は場数を踏むのみとのことで、

数多くこなした。事前準備等大変参考になった。来年度は国立市で審判講習会が開催

されるので、この機会に委員の皆さんは参加できると良いと感じた。 

 ・ 各市代表チームはレベルが高かった。国立市代表２チームのうち１チームは、決勝ト

ーナメント２回戦まで勝ち上がっていた。 

○令和７年度 地域スポーツ支援研修会報告 

【区部】１月１７日（土）【市町村部】２月１１日（水・祝）（研修内容は同様） 

・ 参加した委員より、研修会の様子について報告があった。デフリンピックの総括。３

名のアスリートが講演を行った。司会の松尾先生がユーモアを交えながらの話でわか

りやすかった。３名の講演もそれぞれ実体験に基づきわかりやすく感銘を受けた。「聴

覚しょうがい」と、ひとくくりにしてしまいがちであるが、１人１人聞こえ方も難聴

の度合いも違う。色々な状況の方々がいるということがわかった。健常者と関わる時

「聞こえない」ことで、断られることが一番つらい。手話の１つでも良いから覚えて

使って、アクションを起こしてもらえるとありがたいとのこと。デフの（特に海外）

試合は自費で賄っており、支援が欲しいとのことであった。 

・ オリンピックは４つある「オリンピック」「パラリンピック」「デフリンピック」「スペ

シャルオリンピックス」 

                          以上 


